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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～

24 日 (日) ： 50 ～

コート 第 2 試合
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桂　和路(札幌陵北)

№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 【トーナメント戦績】
4 14 1 5 1 4 17 3 4 0 3 　 63 56

5 8 0 3 2 5 16 4 2 0 4 74 53

6 8 0 4 0 6

7 5 0 2 1 7 10 2 2 0 5 53 67 74 44

8 7 0 3 1 8 4 0 2 0 3 48 59

9 24 0 10 4 9

10 2 0 1 0 10 10 0 5 0 2 52 51

11 4 0 2 0 11 47 49

12 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 52 40

13 13 42 44

14 14

15 15 32 29

16 2 0 1 0 16 53 46 57 40

17 17

18 18 43 60

74 1 31 9 57 9 15 0 17 43 79

玉木　彰治　(富山) 恩地　孝明　(広島)

鳥屋野中(新潟)

丸元　啓生
草加中(埼玉)

島田　晃司 中道　凌平

大水　優太 0

合計 7 合計

三浦　賢利

工藤　信二
旭中(茨城)

澤田石　力也

田弘　聖太郎

畠山　祐輝
長成中(山口)

北風　智也

大久保　孝弘 1 伊藤　航

大瀬良　厚記 1 森田　真太郎

日野中(長崎) 木屋瀬中(福岡)

0 鈴木　聖志
鬼怒中(栃木)

平井　清貴 0

佐藤　真彦 3 小武海　高史

藤田中(大阪)

金岡中(静岡)
記　剣士郎 0 門間　光亮

竹田　聖弥

津軽中(青森)

0 菅生　俊介
美川中(石川)

奥野　好弘 1 伊藤　大地

本井　達也 1 伊藤　真人

【個人トータル表】
藤田(大阪) 井川(秋田)

氏　　名 反則 氏　　名
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　【戦評】

【試合結果】
男子 決勝トーナメント（準決勝）

　近畿ブロックとして５年振りにベスト４に進出した藤田と東北ブロックとしては３
年振りの進出となる井川の一戦。両チームともにマンツーマン、スピードある攻撃が
身上の同じタイプのチーム同士の準決勝。先手をとったのは藤田＃６竹田のシュート
から。井川は昨日の準々決勝対平岡緑戦の負傷で＃６菅生を欠き，リバウンドは藤田
が支配する。藤田はリバウンドからの速攻、インサイドで＃９平井が気を吐き、一方
的な展開となる。井川は残り１分＃７門間の３Ｐが決まるまでノーゴールと大変苦し
いクォーターで２１－３と大差がついて終了。
　２クォーターの前半も同じような流れであったが、３２－６となった残り５分の井
川のタイムアウトからオフェンスのリズムを取り戻す。＃１０鈴木、＃７門間、＃４
伊藤(真)の３Ｐとシュートを決め４０－２２と盛り返して前半を終了。
　３クォーターも藤田の勢いは止まらず＃９平井のリバウンドシュートを中心に速い
パスワークからのシュートが決まる。井川も３Ｐを中心に攻めるが藤田の粘り強い
ディフェンスの前ではなかなかシュートが決まらない。残り３分から＃４伊藤(真)、
＃５伊藤(大)の３Ｐなどで追いかけるがゲームの流れを変えるところまではいかず５
９－３９でブザー。
　４クォーターに入ってもゲーム全体の流れは変わらない。藤田はメンバーを変える
余裕ある試合運びで７４－５７で決勝進出を決めた。３位となった井川も１３人の部
員で最終日まで駒を進めてこられたのは、チームが一丸となり日々の練習に精進して
きた成果であり、ボールをひたむきに追い続けた姿は大いに賞賛されるものである。

日　時 　　平成１５年８月 10

会　場 　北海道立総合体育センター（きたえーる）

井川中(秋田)

強戸中(群馬)

平岡緑中(北海道)

南武庫之荘中(兵庫)

澄川中(北海道)


